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１ 概要 
 
（１）概要 
農業経営診断システムは、農業者からの経営相談を受けた専門家等が、相談者へのヒ

アリングや決算書などで把握した相談者の経営関連情報を入力することで、簡易な経営診
断の結果が表示され、相談者への改善提案等に活用することができるシステムです。 
予備診断書、財務分析シート、機能別チェックリスト、本診断書、総合診断書の５つ

から構成されており、経営の機能ごとの評価や目指すべき農業経営の姿などの提案支援を
受けることができます。 
 
 
（２）想定している利用者 
 農業者からの相談を受け経営改善の支援を行う専門家等 
 ・都道府県の農業経営・就農支援センターの登録専門家及びスタッフ 
 ・都道府県の普及指導員 
 ・JAの営農指導員 
 ・本システムから利用登録した中小企業診断士 など 
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２ 本システム利用にあたって用意するもの 
 
 本システムでは、経営診断に必要な様々な経営情報を入力して診断を進めていきます。
そのため、以下の資料等を相談者に事前に用意してもらうことで、円滑に経営診断を進め
ていくことができます。 
 
（事前に用意すべき資料） 
 ◎ 決算書（損益計算書、貸借対照表、製造原価報告書、青色申告決算書、収支内訳書等） 
 ○ 経営（事業）計画書、栽培計画書、飼養計画書等 
 ○ 農業経営基盤強化促進法に基づく認定を受けた農業経営改善計画書 
 ○ 日本政策金融公庫の借入申込希望書兼経営改善資金計画書 など 
 
※上記の「◎」は必須資料、「○」はあればご用意いただきたい資料です。 
※本システムでは、利用開始前に「個人情報取扱いに関する同意書」の内容を確認いただいた上で、署名いただき、そ
の書類をスキャンし、本システムへアップロードする必要があります。詳細は、p.11「個人情報の取扱い」の確認とア
ップロードをご参照ください。 

 
 
 

３ 動作環境 
 
 推奨環境される動作環境は以下のとおりです。 
 

デバイス OS ブラウザ 

パソコン 
Windows10/11 Google Chrome 
macOS 13 以降 Safari、Google Chrome 
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４ 経営診断システムの全体イメージ図と利用の流れ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

予備診断書 

予 

財務分析シート 

財 

機能別チェックリスト 

チ 

本診断書 

本 

総合診断書 

総 

５つの診断ツール p.13 

新規ユーザー登録 p.６ 

ログイン p.９ 

新規診断開始 p.10 

過去の診断データを 
参照・編集 

複写して新規作成 p.48 

個人情報取扱いの同意の取得 p.11 

印刷・PDFファイル出力 
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５ 新規ユーザー登録 
 
 ① 農業経営診断システムの TOP画面（https://agri-diagnosis.maff.go.jp/） にアク
  セスしてください。 

 
 ② 「ユーザー登録（無料）はこちらから」をクリックしてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ③ メールアドレス認証画面で、氏名とメールアドレスを入力し、「仮登録用メールを
  送信」をクリックします。 

 

https://agri-diagnosis.maff.go.jp/
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 ④ 入力したメールアドレス宛てに「メールアドレス認証のご案内」がシステム（agri-

    mgmt-contact02@j-pao.org）から送付されます。内容を確認し、同メールに記載のリ
  ンクからユーザー情報登録画面に進みます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ⑤ ユーザー情報登録画面でユーザー情報を入力し、「ユーザー情報登録の利用規約」
  を確認し、「□ 利用規約に同意する」にチェックを入れた上で、「本登録する」をク
  リックします。 
   パスワード（英大文字、英小文字、数字を組み合わせて 8 文字以上）は利用者本人
  が設定します。 
 

 
  

農業 太郎 様 

xxxxx@xx.xx 
xxxxxxxxxx@xx.xx 

お問い合わせ 

メール：agri-mgmt-contact03@j-pao.org 

電話番号：03-6261-1291（※受付時間は平日の月曜～金曜 10:00～17:00） 

※この URLは例示用です 
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 ⑥ 入力したメールアドレス宛てに「本登録完了のご案内」がシステム（agri-mgmt-con

    tact02@j-pao.org）から送付されます。本メールでログインに必要な「ユーザーID」
  をお知らせします。 
   これ以降、本システムを利用する際は、TOP画面から「ユーザーID」と利用者本
  人が設定した「パスワード」を入力してログインをします。 
 

 
 
  

お問い合わせ 

メール：agri-mgmt-contact03@j-pao.org 

電話番号：03-6261-1291（※受付時間は平日の月曜～金曜 10:00～17:00） 

農業 太郎 様 

xxxxxxxxxx@xx.xx 
xxxxx@xx.xx 
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６ ログイン・ログアウトの操作 
 
 ◆本システム利用における注意事項 
・  経営診断に必要となる経営情報について、すべての項目を一度に入力することが難

しい場合などがあるため、利用者が画面右下にある「登録して次へ」「結果を表示す
る」「内容を」をクリックすることで、入力したデータを本システムに一時保存でき
ます。 

・  保存したデータは検索画面から呼び出すことで、過去の入力内容の確認や再編集を
行うことができます。 

・  なお、入力の途中で、以下のような行為をした場合には、入力したデータがシステ
ムに保存されないため、ご注意ください。 

・ ・ブラウザの「戻る」を押す 
・ ・ブラウザを閉じる 
・ ・ブラウザを再読み込みする 
・ ※入力を続けていても、同一画面で 60分以上経過するとタイムアウトになります。 
・  こまめに「登録して次へ」をクリックし、一時保存しましょう。 
 
 
（１）ログインの方法 
 ① 農業経営診断システムの TOP画面（https://agri-diagnosis.maff.go.jp/） にアク
  セスしてください。 
 ② ユーザーID とパスワードを入力してログインしてください。 
  ※ユーザーID は、p.8「 本登録完了のご案内メール」に記載されています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

https://agri-diagnosis.maff.go.jp/
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 ③ トップページ画面で、新たに経営診断を開始する場合は、「新規診断」をクリック
  してください。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 ④ 「何年度のデータを作成しますか？」の画面が表示されますので、本システムを利
  用して支援をする年度を半角数字で入力し、「OK」をクリックしてください。 
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 ⑤ 相談者へ個人情報の取扱いについて説明した後、「個人情報の取扱いに関する同意
  書」に相談者から署名をもらい、スキャンして PDFファイルを作成します。「ファイ
  ルを選択」をクリックして、作成した PDFファイルをシステムにアップロードしま
  す。その後、「□ 個人情報の取扱いについて、相談者本人が署名した同意書を添付し
  ました」のチェックボックスにチェックを入れ、「入力へ進む」をクリックすると、
  診断を開始できます。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）ログアウトの方法 
① 本システムからログアウトするためには、まず画面左上の「農業経営診断システ
ム」をクリックし、トップページに戻ります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同意書の書式はこちらからダウンロードできます 
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 ② 戻ったトップページの画面右上にある「ログアウト」をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ③ ログアウトすると、TOP画面に戻ります。 
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７ 新たに経営診断を開始する 
 

（１）診断機能について 
 農業経営診断システムは□1 ～□5 で構成され、相談者へのヒアリングや決算書などで把

握した相談者の情報を入力しながら進めます。ただし、予備診断書の必須項目を入力しな

いと、□2 以降に進めません。 

 なお、すべての項目を一度に入力することが難しい場合でも、一時保存をすることで、
入力可能な箇所から順次入力することができます。 

  
経営形態・従業員数・営農類型・経
営規模・機械施設等の所有状況など
の「経営概況」を把握 

決算書の売上高や販管費などの財務
データから収益性や安全性、効率
性・生産性などの主要な財務指標を
算出し財務状況を「定量的」に把握 

経営分野ごとの取組を「点数化」 
 
1．経営力チェックリスト 
2．生産管理チェックリスト 
3．財務管理チェックリスト 
4．マーケティングチェックリスト 
5．労務管理チェックリスト 

自社の強みと弱み・外部環境による
影響、機能別チェックリストで明ら
かになった問題点などを「定性的」
に把握 

□1  

□3 機能別チェックリスト 

□5  

□2  
 法人用 個人用 

□4   
   詳細版 簡易版 

予備診断書から本診断書までの結果
をまとめた「経営全体の現在像と目
指すべき将来像を提示」する概要書 

予 備 診 断 書 

財 務 分 析 シ ー ト 

本 診 断 書 

総 合 診 断 書 
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（２）各種診断機能の関係 
 ５つの診断は、データが連携しており、同じデータを重複して入力する必要はありませ
ん。データが自動転記・自動計算される項目は以下のとおりです。 
 

 

  

本診断書（簡易版）を
入力した場合、「優先
して取り組むべき問題
点」を総合診断書の診
断結果の「概要及び改
善提案」に自動転記 
※編集可能 

総合診断書 

機能別チェックリスト 

財務分析シート 

本診断書（簡易版） 

機能別チェックリ
ストの結果を点数
化し、総合診断書
で評価判定 

機能別チェック
リストの法令関
連項目及び重点
項目で0点だった
項目を問題点と
し て 本 診 断 書
（簡易版）に自
動転記 

財務分析シートで
算出された主要な
財務指標を総合診
断書でグラフ化 

予備診断書の「経
営体概要」が自動
転記 

予備診断書 
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７－１ 予備診断書 
 
 予備診断とは、本格的な診断を実施する前に行う初期の経営診断のことであり、経営形
態・従業員数・営農類型・経営規模・機械施設等の保有状況などの「経営概況」を把握す
ることが目的です。 
 予備診断書は、①経営体概要、②経営規模、③生産管理、④販売管理、⑤関連事業、⑥
財務会計管理、⑦経営課題と今後の展望 から構成されています。 
 入力方法には、ラジオボタンやプルダウンで該当する回答を選択する場合と、数字やテ
キストを直接入力する場合があります。また、色の付いているセルは、自動入力されま
す。 
 
※留意事項 
・入力に当たっては、農業経営基盤強化促進法に基づく認定を受けた「農業経営改善計 
 画」や日本政策金融公庫の「借入申込希望書兼経営改善資金計画書」（融資対象：スー
 パーＬ資金・経営体育成強化資金・青年等就農資金・農業飼料資金）などの経営状況が
 わかる資料を参考してください（両方持っている場合は、最新のデータを入力）。 
・上記の資料がない場合は、相談者へのヒアリングや、決算書などの内部資料を参考にし
 ながら入力を進めてください。 
・必要な情報やデータがない場合は、未入力のままで問題ありません。一時保存機能を活
 用して、入力可能な箇所から作成を進めてください。入力の途中で、p.９「本システム
 利用における注意事項」に記載の行為をした場合には、入力したデータがシステムに保
 存されないため、ご注意ください。 
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STEP１：「１ 経営体概要」を入力する 
 
 経営体の基礎情報となる経営形態や代表者・従業員に関する事項、経営理念、経営方針
などを入力します。 
 ★付きの「経営形態」「（法人の場合）法人番号」「代表者名・フリガナ」「所在地（郵便
番号含む）」「電話番号」「メールアドレス」は、入力が必須の項目です。必須項目を入力
のうえ、画面右下の「登録して次へ＞＞」をクリックすることで、他のシートへの入力が
可能となります。 
 「家族構成又は構成員構成」の記入欄が足りない場合は、p.25「STEP10：予備診断 
（追加）」を参照してください。 

 
 

★ ★ 

★ 

★ 

★ 
★ 
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STEP２：「２ 経営規模」を入力する 
 
 収支状況や営農類型・作目、農地面積などを入力します。 
 「直近年の収支状況」は、個人または法人の該当する箇所に記載してください。 
 「作業受託」「特定作業受託」「常時飼養家畜」「施設」「機械」「車両」の記入欄が足り
ない場合は、p.25「STEP10：予備診断（追加）」を参照してください。 
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STEP３：「３ 生産管理」を入力する 
 
 STEP２で選択した営農類型・作目の生産状況を入力します。 
 「営農類型・作目」の記入欄が足りない場合は、p.25「STEP10：予備診断（追加）」を
参照してください。 

 
 
◆その他の記載例 
（耕種） 
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（畜産） 
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STEP４：「４ 販売管理」を入力する 
 
 販路や売上高の割合など、「販売管理」に関する事項を入力します。「販路」は、出荷伝
票などから出荷先別に出荷割合を記載します。 
 

 
 
STEP５：「５ 関連事業」を入力する 
 
 加工・製造や農家レストランなど「関連事業」の売上高について、現状と５年後の目標
値を記載します。 
 

 
 
STEP６：「６ 財務会計管理」を入力する 
 
借入金の状況について、借入額が大きい借入先金融機関を上位５つ、それ以外の全ての

借入先金融機関の借入金合計額を「その他」欄に入力します。また、財務会計管理をどの
ような方法で行っているのかを確認します。 
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STEP７：「７ 経営課題と今後の経営展望」「備考」を入力する 
 
 経営課題のうち、該当する項目全てにチェックを入れてください。 
「経営展望」には、改善事項だけではなく、今後の目指す農業経営の見通しを記載します。 
 

 
 

STEP８：「備考」を入力する 
 
「備考」には、その他経営に関わる必要事項を記載してください。 
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STEP９：「予備診断書」を登録し、「予備診断書(追加)」シートへ 
 
 入力が完了したら、画面右下の「登録して次へ＞＞」をクリックし、保存します。 
 予備診断書を出力する場合は、「登録して次へ＞＞」の左にある「□ この画面を印刷す
る」のチェックボックスにチェックを入れた後に「登録して次へ＞＞」をクリックするこ
とで、印刷画面が表示されます。 
 PDFファイルで保存する場合は、この印刷画面でプリンターとして「Microsoft Print to 
PDF」等を選択することで保存できます。 
 クリック後に表示されるシートは、「予備診断書（追加）」です。 
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STEP10：「予備診断書（追加)」を入力する ※入力の必要がある場合のみ使用 
 
 予備診断書の「１ 経営体概要」、「２ 経営規模」、「３ 生産管理」のうち、一部項目
で記載しきれなかった項目については、「予備診断書（追加）」に記載してください。 
 予備診断書で入力したデータについては、本システムの画面表示ではその内容が表示さ
れますが、予備診断書（追加）を出力する際には「本紙にて出力」と表示されます。 
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STEP11：「予備診断書(追加)」を登録し、「財務分析シート」へ 
 
 入力が完了したら、画面右下の「内容を確認する＞＞」をクリックし、保存します。 
 予備診断書（追加）を出力する場合は、「登録して次へ＞＞」の左にある「□ この画面
を PDF 印刷する」のチェックボックスにチェックを入れた後に「登録して次へ＞＞」を
クリックすることで、印刷画面が表示されます。 
 PDFファイルで保存する場合は、この印刷画面でプリンターとして「Microsoft Print to 
PDF」等を選択することで保存できます。 
 クリック後に表示されるシートは、「財務分析シート」です。 
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７－２ 財務分析シート 
 
 財務診断とは、決算書の売上高や販管費などの財務データを活用し、収益性や安全性、
効率性・生産性などの財務指標を算出することで、経営体の財務状況を分析する経営診断
です。 
 財務分析シートは、個人用 と 法人用 との 2種類があり、予備診断書の「経営体概要」
で選択した経営形態（個人経営 or法人経営）に応じて異なります。 
 入力にあたっては、相談者に以下の決算書等を事前に用意してもらうとスムーズです。 
 
 ◆ 個人経営の場合 
 当期（直近）及びその 2期前の合計 3期分の、①青色申告決算書、②収支内訳書 
 
 ◆ 法人経営の場合 
 当期（直近）及びその 2期前の合計 3期分の、①損益計算書、②貸借対照表、③製造 
 原価報告書 
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（１）財務分析シート（個人用） 
 当期（直近）及びその 2 期前の合計 3 期分の青色申告決算書・収支内訳書等の財務デー
タを参考に入力します。各項目の値を入力すると、収益性や安全性、効率性・生産性など
の財務指標が自動的に算出され、経営体の財務状況を把握することができます。 
 
 
STEP１：各項目の数字を入力する 
 
 当期（直近）、前期、前々期の数字を入力してください。色が付いているセルは自動計
算される項目です。 
 なお、「農業共済掛金」については、その他に価格補填負担金、収入保険の保険料等も
足し合わせて値を入力する。 
 

  
 
 

青色申告決算書（農業所得用） 
損益計算書の書式 

出典 国税庁 所得税青色申告決算書（農業所得用） 
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青色申告決算書（農業所得用）貸借対照表の書式 

流
動
資
産 

流
動 

固
定 

固 

青色申告決算書（農業所得用） 
損益計算書の書式 
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STEP２：指標が自動計算されているのを確認する 
 
 STEP1 で全ての項目を入力すると、収益性、安全性、効率性・生産性の各指標が、各
期で自動計算されて表示されます。これらの指標は、総合診断書で表やグラフで示されま
す。 
 

 
 

 
 

 
 

STEP３：「財務分析シート」を登録し、「 機能別チェックリスト」へ 
 
 入力が完了したら、画面右下の「登録して次へ＞＞」をクリックし、保存します。 
 財務分析シートを出力する場合は、「登録して次へ＞＞」の左にある「□ この画面を
PDF印刷する」のチェックボックスにチェックを入れた後に「登録して次へ＞＞」をクリ
ックすることで、印刷画面が表示されます。 
 PDFファイルで保存する場合は、この印刷画面でプリンターとして「Microsoft Print to 
PDF」等を選択することで保存できます。 
 クリック後に表示されるシートは、「機能別チェックリスト」です。 
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（２）財務分析シート（法人用） 
 当期（直近）及びその 2 期前の合計 3 期分の損益計算書、貸借対照表、製造原価報告書
等の財務データを参考に入力します。各項目の値を入力すると、収益性や安全性、効率
性・生産性などの財務指標が自動的に算出され、経営体の財務状況を把握することができ
ます。 
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STEP１：各項目の数字を入力する 
 
 当期（直近）、前期、前々期の数字を入力してください。色が付いているセルは自動計
算される項目です 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

資産の部 負債の部
Ⅰ　流動資産 XXX Ⅰ　流動負債 XXX

当座資産 XXX 短期借入金 XXX
Ⅱ　固定負債 XXX

･
･
･

長期借入金
・
・

XXX

負債合計 XXX
Ⅱ　固定資産 XXX 純資産の部

1　有形固定資産 XXX Ⅰ　株主資本 XXX
2　無形固定資産 XXX 1　資本金 XXX
3　投資その他の資産 XXX 2　資本剰余金 XXX

Ⅲ　繰延資産 XXX 3　利益剰余金 XXX
純資産合計 XXX

資産合計 XXX 負債・純資産合計 XXX

貸借対照表
○年○月○日現在

貸借対照表 

Ⅰ　売上高 XXX
Ⅱ　売上原価
　 1．期首製品棚卸高 XXX

2．当期商品仕入高 XXX
3．当期製品製造原価 XXX

合計 XXX
4．期末製品棚卸高 XXX XXX
売上総利益 XXX

Ⅲ　販売費及び一般管理費 XXX XXX
　販売経費 XXX
　人件費 XXX
　減価償却費 XXX

･
･
･

営業利益 XXX
Ⅳ　営業外収益 XXX XXX
Ⅴ　営業外費用 XXX XXX

経常利益 XXX
Ⅵ　特別利益 XXX XXX
Ⅶ　特別損失 XXX XXX

税引前当期純利益 XXX XXX
法人税、住民税及び事業税 XXX
当期純利益 XXX

損益計算書
自○年○月○日　至○年○月○日

損益計算書 

【材料費】
（省略）

材料費　計 XXX
【労務費】
賃金手当 XXX
法定福利費 XXX
作業用衣料費 XXX

労務費　計 XXX
【製造経費】
（省略）
減価償却費 XXX
農地賃借料 XXX
地代賃借料 XXX

製造経費　計 XXX
登記製造費用 XXX
期首仕掛品棚卸高 XXX
△育成費振替高 XXX
△期末仕掛品棚卸高 XXX
当期製品製造原価 XXX

製造原価報告書
自○年○月○日　至○年○月○日

製造原価報告書 
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STEP２：指標が自動計算されているのを確認する 
 
 STEP1 で１期分全ての指標を入力すると、収益性、安全性、効率性・生産性の各指標
が、自動計算されて表示されます。これらの指標は、総合診断書で表やグラフで示されま
す。 
 

 
 

 
 

 
 
STEP３：「財務分析シート」を登録し、「 機能別チェックリスト」へ 
 
 入力が完了したら、画面右下の「登録して次へ＞＞」をクリックし、保存します。 
 財務分析シートを出力する場合は、「登録して次へ＞＞」の左にある「□ この画面を
PDF印刷する」のチェックボックスにチェックを入れた後に「登録して次へ＞＞」をクリ
ックすることで、印刷画面が表示されます。 
 PDFファイルで保存する場合は、この印刷画面でプリンターとして「Microsoft Print to 
PDF」等を選択することで保存できます。 
 クリック後に表示されるシートは、「機能別チェックリスト」です。 
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７－３ 機能別チェックリスト 
 
 相談者へのヒアリングや経営状況のわかる書類を参考に、経営力、生産管理、財務管
理、マーケティング、労務管理の 5つの機能別チェックリストを入力します。各機能の課
題を洗い出すことで、具体的な経営の問題点の把握、整理に役立ちます。 
 項目には、通常項目以外に、「法令関連項目」と「重点項目」があります。 
  「法令関連項目」…関係法令に個別具体的な定めがある項目 
  「重点項目」…各機能において、重要な機能を担っている項目 
 
◆機能ごとの項目数とその内訳 

機能別 
チェック 
項目合計 

内訳 

通常項目 重点項目 
法令関連 
項目 

経営力 20 13 7 0 
生産管理 23 9 8 6 
財務管理 17 12 5 0 
マーケティング 10 7 3 0 
労務管理 22 6 3 13 
合計 92 47 26 19 
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STEP１：機能別チェックリストを入力する 
 
 「経営力」、「生産管理」、「財務管理」、「マーケティング」、「労務管理」の順番で機能別
チェックリストを入力します。入力に当たっては、各項目の採点基準を参照しながら、該
当する回答を一つ選んでチェックしてください。入力が完了したら、画面右下の「登録し
て次へ＞＞」をクリックして次の画面に進みます。 
 各項目の具体的な採点基準は、画面右上の「採点基準」からダウンロードできます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆各項目の得点の考え方     ※「該当なし」の選択肢を設定している項目があります。 
 
 ＜法令等に関する項目の場合＞ 
   1 点 … 良：できている 
   0 点 … 要改善：できていない 
     該当なし … 質問の項目に該当しない 
 
 ＜法令以外の項目の場合＞ 
   5 点 … 優良：できており、更に何らかの取組を行っている 
   3 点 … 良好：できている 
   0 点 … 要改善：できていない 
   該当なし … 質問の項目に該当しない 
 
 機能別チェックリストで選択した回答の得点は、自動計算され、総合診断書において評
価が表示されます。機能別チェックリストにおける総合診断書の評価判定は p.45「７－
５．総合診断書 ◆機能別チェックリストの判定について」をご参照ください。 
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STEP２：「機能別チェックリスト」を登録し、「本診断書」へ 
 
 すべての機能別チェックリストの入力が完了したら、画面右下の「登録して次へ＞＞」
をクリックし、保存します。 
 機能別チェックリストを出力する場合は、「登録して次へ＞＞」の左にある「□ この画
面を PDF 印刷する」のチェックボックスにチェックを入れた後に「登録して次へ＞＞」
をクリックすることで、印刷画面が表示されます。 
 PDFファイルで保存する場合は、この印刷画面でプリンターとして「Microsoft Print to 
PDF」等を選択することで保存できます。 
 クリック後に表示されるシートは、「本診断書」です。 
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７－４ 本診断書 
 
 本診断では、予備診断・財務診断・機能別チェックリストから明らかになった経営状況
を整理・分析することで、優先して取り組むべき事項を洗い出します。 
 本診断書は、 簡易版（機能別チェックリスト等を活用） と詳細版（SWOT分析等を活
用）の２種類があります。ご自身に適した方法を選択してください。 
 

 

  

本診断書（簡易版） 本診断書（詳細版） 

ヒアリング内容等から全ての項目を文字入力

します（自動転記はされません）。 

 

【構成】 

 ・農業経営における主な問題点 

 ・SWOT 分析 

 ・クロス SWOT 分析 

機能別チェックリストから自動転記される項

目と文字入力する項目があります。 

 

【構成】 

 ・機能別チェックリスト（法令関連）から自動転記 

 ・機能別チェックリスト（重点項目）から自動転記 

 ・ヒアリング等から分かる主な問題点を自己記載 

 ・優先して取り組むべき問題点を自己記載 
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（１）本診断書（簡易版）             
 簡易版では、機能別チェックリストから分かる「法令遵守状況」や「主な問題点」につ
いては、自動的に転記されます。また、相談者への「ヒアリング等から分かる主な問題
点」については、分かった問題点のうち、重要度又は緊急性の高いものを入力します。 
 これらの入力内容を踏まえて、優先して取り組むべき問題点を整理します。 
 
 

STEP１：「機能別チェックリストから分かる法令遵守状況」を確認する 
 
 「機能別チェックリスト」の法令関連項目で「０点」となった項目が、問題点として自
動転記されます。 
 

 
 
STEP２：「機能別チェックリストから分かる主な問題点」を確認する 
 
 「機能別チェックリスト」の重点項目で「０点」となった項目が、問題点として自動転
記されます。 
 

 

STEP３：「ヒアリング等から分かる主な問題点」を入力する 
 
 相談者へのヒアリング等により明らかになった、経営改善する必要がある内容（問題点）
を入力（全角 50 文字まで）します。 
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STEP４：「優先して取り組むべき問題点」を入力する（手動入力） 
 
 STEP１から STEP３までで明らかになった内容（問題点）について、重要度と緊急性
を考慮した上で、優先度の高いものから順に整理して入力（全角 100文字まで）します。 
「優先して取り組むべき問題点」で記載した内容は、総合診断書の「診断結果の概要及

び改善提案」として、自動転記されます。 
 

 
 
STEP５：「本診断書」を登録し、「総合診断書」へ 
 
 入力が完了したら、画面右下の「結果を表示する＞＞」をクリックし、保存します。 
 本診断書を出力する場合は、「結果を表示する＞＞」の左にある「□ この画面を PDF印
刷する」のチェックボックスにチェックを入れた後に「結果を表示する＞＞」をクリック
することで、印刷画面が表示されます。 
 PDFファイルで保存する場合は、この印刷画面でプリンターとして「Microsoft Print to 
PDF」等を選択することで保存できます。 
 クリック後に表示されるシートは、「総合診断書」です。 
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（２）本診断書（詳細版）        
 詳細版では、SWOT分析とクロス SWOT分析を活用して、自社の強みや弱み、外部環
境による影響の整理・分析を行います。 

 
STEP１： SWOT分析を行う 
 
 経営体の状況を理解するために、まずは SWOT分析を行います。 
 内部環境として、経営体の強み・弱みを、「経営力」「生産」「財務」「マーケティング」
「労務」の機能別に入力（全角 75 字まで）します。それぞれの機能に分類が難しい場合
や機能ごとに記載しきれない場合は、「その他」欄に記載してください。 
 また、外部環境として、経営体に影響を与える機会・脅威を「政策・経済・社会・技
術・競合」に入力（全角 75 字まで）します。 
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STEP２：クロス SWOT分析を行い、戦略を立案する 
 
強み・弱み・機会・脅威の 4 項目を組み合わせたクロス SWOT 分析を行い、目指すべ

き方向性や取り組むべき内容などを入力（全角 87 文字まで）します。 
 

 
 

STEP３：「農業経営における主な問題点」を記載する 
 

SWOT分析 及び クロス SWOT分析の結果から、農業経営における解決すべき主な問題
点を入力します。 
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STEP４：「本診断書」を登録し、「総合診断書」へ 
 
 入力が完了したら、画面右下の「結果を表示する＞＞」をクリックし、保存します。 
 本診断書を出力する場合は、「結果を表示する＞＞」の左にある「□ この画面を PDF印
刷する」のチェックボックスにチェックを入れた後に「結果を表示する＞＞」をクリック
することで、印刷画面が表示されます。 
 PDFファイルで保存する場合は、この印刷画面でプリンターとして「Microsoft Print to 
PDF」等を選択することで保存できます。 
 クリック後に表示されるシートは、「総合診断書」です。 
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７－５ 総合診断書 
 
 総合診断は、予備診断書・財務分析シート・機能別チェックリスト・本診断書の結果を
踏まえ、「経営全体の現在像と目指すべき将来像」を導き出す包括的な診断です。 
 総合診断書は、現状の経営状況をグラフや表を用いて視覚的に明示するとともに、改善
に向けたアクションプランなどを記載し、今後どのように課題を解決していくのかを、相
談者に対して具体的に提案・説明するための資料です。 
 
 

STEP１：「経営情報」を確認する 
 
 予備診断書の「経営体概要」から自動転記されますので、記載内容に間違いがないか確
認します。 
 

 
 

STEP２：「診断結果の概要及び改善提案」を入力する 
 
 診断結果と改善提案の方向性を入力（全角 700文字まで）します。なお、選択した本診
断書の種類（簡易版 or詳細版）により、入力方法が異なります。  
 
 ◆本診断書（簡易版）を選択 … p.40 本診断書 STEP４の内容が自動転記（編集可能） 
 ◆本診断書（詳細版）を選択 … 手動入力 
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STEP３：「機能別診断」を確認する 
 
機能別チェックリストの結果が自動的に計算・評価され、レーダーチャートと得点表で

表示されます。 
 

 
 
   機能別チェックリストの結果を得点化（100点換算）し、A～C、Fで判定します。 
   重点項目において、該当する項目のうち３点又は５点を獲得できた項目数を表示します。 
 
   上記１で得点化された機能別チェックリストの結果をレーダーチャートで表示します。 
 
   総合判定をＡ～Ｃ、Ｆで表示します。 
 
 ◆ 機能別チェックリストの得点の算定方法について 
  ・重点項目の得点は２倍に換算します。 
  ・機能別チェックリストごとに相談者の得点（２倍換算したものを含む。）を合計します。 
  ・合計した得点を 100点に換算（相談者の得点/最大得点（該当なし項目を除く）×100）し
   ます。 
  ・算出された得点の小数第一位を四捨五入します。 
 
 ◆機能別チェックリストの判定について 

判定 判定結果 点数範囲 
A 優良な経営を行っています。経営力のさらなる向上に努めましょう。 80 点以上 ～100 点 
B 良好な経営を行っています。より優れた経営に向け、改善に取り組みましょう。 60 点以上 ～80 点未満 
C 改善すべき事項が多くあります。優先順位を決め、早急に経営改善しましょう。 0 点～60 点未満 
F 法令を遵守したコンプライアンス経営をまずは実現しましょう。 法令遵守が必要 

 ・法令関連項目は、1つでも０点があると、判定が「Ｆ」となります。  

 １ 

 ２ 

 ３ 

 ２ 
 １ 

 ３ 
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STEP４：財務指標の表とグラフを確認する 
 
財務分析シートで算出された収益性、安全性及び生産性・効率性の財務指標の数値が、

自動的に表とグラフで表示（個人経営又は法人経営の別）されます。 
 

 
 
 

  

（法人経営） 

（個人経営） 
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STEP５：「改善に向けた取組と目標」を記載する 
 
 STEP２から STEP４までの結果を踏まえて、優先順位の高いものから目標を設定し、
その目標の達成に向けた「具体的なアクションプラン」を入力（アクションプランは全角
50 字まで、目標は全角 25 字まで）します。 
 「目標とする経営状況」について、「当期」には財務分析シートから自動転記（個人経
営又は法人経営の別）されます。３年後・５年後の経営規模から導き出される収益性、安
全性及び生産性・効率性を予測し、目標値を入力します。 

 
STEP６：「総合診断書」を登録し、診断結果を保存する 
 
 入力が完了したら、画面右下の「内容を保存する＞＞」をクリックし、保存します。 
 総合診断書を出力する場合は、「内容を保存する＞＞」の左にある「□ この画面を PDF
印刷する」のチェックボックスにチェックを入れた後に「内容を保存する＞＞」をクリッ
クすることで、印刷画面が表示されます。 
 PDFファイルで保存する場合は、この印刷画面でプリンターとして「Microsoft Print to 
PDF」等を選択することで保存できます。 
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８ 過去の経営診断を活用する 
 
（１）既存データの検索・修正 
 ① TOP画面（https://agri-diagnosis.maff.go.jp/） で、ユーザーID・パスワードを入
  力し、ログインします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② トップページ画面で、「既存データの検索・修正」をクリックします。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

https://agri-diagnosis.maff.go.jp/
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 ③ データ検索画面に検索したい相談者情報を入力し、検索ボタンをクリックしてくだ
  さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ④ 診断データ参照画面に、該当する診断が表示されますので、参照したい診断の登録
  済データを選択肢、クリックしてください。 

 
◆登録済データのアイコンについて 

  
 
 
 
 

 
 

：予備診断 
 

：財務分析シート 
 

：機能別チェックリスト 
 

：本診断書 
 
：総合診断書 

 

 予 

 財 

 チ 

 本 

 総 

XXXXX…XXX XXX                                 個人       ○○ ○○                   2024 

XXXXX…XXX XXX                                 法人       ○○ ○○                   2024 

XXXXX…XXX XXX                                 法人       ○○ ○○                   2024 

XXXXX…XXX XXX                                 個人       ○○ ○○                   2024 

XXXXX…XXX XXX                                 個人       ○○ ○○                   2024 



 

50 

⑤ 診断データが表示されますので、情報の更新などを行ってください。 
 

 
 
 
（２）既存データを複写して新たに診断 ※予備診断書・財務分析シートのみ複写 
 
 ① トップページ画面で、「複写して診断」をクリックします。 
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② データ検索画面に複写したい相談者情報を入力し、検索ボタンをクリックします。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ 診断データ参照画面に、該当する予備診断が表示されますので、複写したい診断の

  登録済データをクリックします。 
 

 
 
 
 
 
 
 
④ 「何年度のデータを作成しますか？」の画面が表示されますので、該当する年度を

  半角数字で入力し、「OK」をクリックします。 
 

 
 
 
 
 
 

XXXXX…XXX XXX                                法人       ○○ ○○                   2024 

 

XXXXX…XXX XXX                                法人       ○○ ○○                   2024 

XXXXX…XXX XXX                                 法人       ○○ ○○                   2024 

XXXXX…XXX XXX                                 個人       ○○ ○○                   2024 

XXXXX…XXX XXX                                法人       ○○ ○○                   2024 

XXXXX…XXX XXX                                 個人       ○○ ○○                   2024 

XXXXX…XXX XXX                                 法人       ○○ ○○                   2024 

XXXXX…XXX XXX                                 法人       ○○ ○○                   2024 

XXXXX…XXX XXX                                 個人       ○○ ○○                   2024 
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⑤ 診断データが複写されますので、新たな診断書を作成します。 
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９ 用語説明  
（五十音順、アルファベット順） 

用語 説明 
クロス SWOT分析 SWOT分析の結果を掛け合わせ、具体的な戦略オプションを導き出す分

析手法。具体的には、「強み×機会」「強み×脅威」「弱み×機会」
「弱み×脅威」の 4つの視点から戦略を検討します。 

法人番号 国税庁が１法人につき１つ指定する、13桁の番号。 
◆国税庁ホームページ（https://www.houjin-bangou.nta.go.jp/setsumei/） 

BCP計画 災害等の緊急事態が発生した際に重要な業務を中断させず、仮に中断し
たとしても早期に復旧させるための事業継続計画（Business Continuity 
Plan：BCP）。 

ECサイト インターネット販売を行うウェブサイト。 
ICT活用 情報通信技術（Information and Communication Technology）を活用し

た取組のこと。例えば、センサーを活用した遠隔での圃場の状況把握、
気象データ等に基づく農作業の適期情報や病害虫の情報システムなど挙
げられる。 

SWOT分析 強み・弱み(内部要因)、機会・脅威(外部要因)を分析し、現状を把握する
フレームワーク。SWOTは以下の４つの要素の頭文字をとったもの。 
① Strengths（強み）、② Weaknesses（弱み）、③ Opportunities（機
会）、④ Threats（脅威） 

 

https://www.houjin-bangou.nta.go.jp/setsumei/
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